
【8月・1歳児・高月齢】 ほいくのおまもりプラス

Ａさん（高月齢／男児／活発）
（2歳4カ月／ 4月生まれ）

Ｂさん（高月齢／女児／活発）
（2歳3カ月／ 5月生まれ）

Ｃさん（高月齢／男児／静か）
（2歳2カ月／ 6月生まれ）

Ｄさん（高月齢／女児／静か）
（2歳1カ月／ 7月生まれ）

子どもの姿

1．排泄の後や食事の前の手洗いでは、次の
活動に気が向き石けんを使わず手を濡らすだ
けになってしまう姿があった。
2．水遊びが好きで、保育者と水をかけ合った
り水面を叩いて大きく水しぶきをあげたりして、
ダイナミックに楽しんでいた。
3．手足口病で一週間ほど欠席していたが、食
欲も戻り元気に登園している。

1．生活の流れがわかり、水遊びの準備や食
事前の排せつと手洗いなど、自ら行おうとして
いた。
2．水遊びではペットボトルが気に入り、カップ
やジョウロを使って水を入れようとしていた。
3．園では日中布パンツで過ごしており漏らして
しまうことも少ないが、家ではオムツを履きたが
るようだった。

無料版：2名分
↓

有料版の
"おまもりプラス"

は12名分が

閲覧＆DL可能！

ねらい

1．排泄の後や食事の前に丁寧に手を洗おうと
する
2．保育者や友だちと、水遊びの楽しさを十分
に味わう

1．簡単な身の回りのことを自分で行おうとする
2．水の面白さや不思議さを味わう

内容

1．保育者と一緒に、石けんを使って丁寧に手
洗いをする。
2．保育者や友だちと一緒に水遊びを楽しむ中
で、水の不思議さや面白さに気づく。

1．大まかな生活の見通しを持ち、身の回りの
ことを自分でしようとする。
2．さまざまな玩具や道具を使い、水の不思議
さや面白さを味わう。

環境構成
配慮
援助

1．次の活動を楽しみにする気持ちを受け止め
つつ、保育者も一緒に手を洗いながら手順を
伝えていく。洗い終わった後は、「きれいになっ
たね」と清潔になった気持ちよさを言葉にして
伝えていく。
2．さまざまな素材（氷、色水など）と玩具（ジョ
ウロ、水車、ペットボトルなど）を用意し、水の
面白さを感じられるようにする。動と静のバラン
スを意識して遊びに誘い、集中している時には
声をかけすぎず見守る。

1．水遊びの用意では自分で挑戦する姿を尊
重して見守るが、特に水着は着脱が難しいの
で困っている時はさりげなく援助し、自分ででき
た達成感を味わえるようにする。見通しを立て
られるように「楽しい水遊びが待っているよ」
等、次の行動を伝えることで本児の意欲につな
げていく。
2．十分な数の道具や玩具を用意し、水の感触
や動きを楽しめるようにする。保育者が一緒に
遊ぶ中で道具や玩具の使い方を伝え、本児が
水の不思議さや面白さに気づけるようにしてい
く。

食事

・食欲旺盛な分あまり噛まずに飲み込むときが
あるので、落ち着いて食べられるよう「たくさん
噛もうね」と丁寧に伝えていく。
・器に手を添え忘れて食べにくそうなときは、
「器を持つと食べやすいよ」と言葉で伝えて援
助していく。

・おしゃべりが楽しく食事が進まないことがある
ので、気持ちを受け止めながら「前を見て食べ
ようね」と食事に意識を戻せるようにしていく。
・暑さからの疲れもあり、皿に食材が少し残っ
ていても食事を終えようとすることがある。「たく
さん食べたね、最後に一緒に集めようか」と伝
え、きれいに食べ終われるよう援助する。

家庭との連携

3．さまざまな感染症が流行する時期なので、
日々の体調の変化をこまめに伝え合っていく。
・爪が長くなっていることがあるので、家庭でも
日々気にしてもらうよう丁寧に伝えていく。

3．日中布パンツで調子良く過ごせている本児
の姿を伝え、保護者が今後の見通しと安心感
を持てるようにする。
・何でも自分でやりたがる時期なので、日々の
姿や成長を伝え、家庭でも理解し見守ってもら
えるようにする。

評価・反省

1．保育者が手を添えながら「石けんをつけた
らきれいになるね」と、一緒に丁寧な手洗いを
確認しながら行った。本児が他児に教えてあげ
る姿も出てきたので、子ども同士のかかわりも
見守っていきたい。
2．氷を見ると興味を持ち、そっと触れたり、冷
たさや溶けていく様子をじっくり観察する姿が
見られた。暑さが残る内は室内遊びにも取り入
れ、引き続き感触を楽しめるようにしたい。

1．「Bさんがやる」と意欲的に行う姿を認めな
がら見守った。時折シャツがうまく脱げなかった
りズボンを反対に履いたりしていたので、本児
に確認してから手伝い直した。今後も本児の自
信につながるよう見守っていく。
2．大小さまざまな大きさのペットボトルを準備
し、水を入れたり出したりする中で重さも感じな
がら楽しんだ。身近な素材で扱いやすい反面
破損しやすいので、点検をしながら活用してい
きたい。

子どもの姿の 1，2は『ねらい／内容／環境構成・配慮・援助／評価・反省』、 3は『家庭との連携』と連動しています。

敬称と性別表記：ウェブサイトに当社方針を記載しております。



‭ダウンロードのお礼とおまもりプラスについて‬

‭この度は個人案をダウンロードいただき、ありがとうございます！‬

‭ほいくのおまもりプラスでは、‬‭性別／タイプ別／月齢別の12名分の個人案（0,1,2歳児）‬‭を‬
‭ご用意しています。更に・・・‬

‭●‬ ‭無料版の2倍の月案文例‬
‭●‬ ‭丸1ヶ月分の月〜金の全ての週案‬
‭●‬ ‭毎月45個の製作型紙‬
‭●‬ ‭毎月2つのスケッチブックシアター‬
‭●‬ ‭その他、会員だけのコンテンツ‬

‭これだけ揃って、‬‭月額980円＋税‬‭の大特価！気になる人は、以下からおまもりプラスのサー‬
‭ビスを確かめてみてくださいね。‬

‭文例ご利用時の注意事項‬

‭●‬ ‭提供される文例は、一般的なケースを想定して作成されています。ご自身の具体的‬
‭な状況やニーズに合わせて適宜修正を加えてご利用ください。‬

‭●‬ ‭文例の利用によって生じたいかなる結果についても、当サービスは責任を負いかね‬
‭ます。自己責任においてご使用ください。‬

‭●‬ ‭文例は参考としてのみご利用いただき、直接のコピー＆ペーストではなく、ご自身‬
‭の言葉で表現を加えることをお勧めします。‬

‭●‬ ‭法的な文書や重要な契約に関する文面は、専門家のアドバイスを受けて作成するこ‬
‭とをお勧めします。‬

‭●‬ ‭文例の著作権は当サービスに帰属しています。無断での再配布や商用利用はご遠慮‬
‭ください。‬


